
NPO Konazαwo Morinoscto infomOtion Magozine

NP

HIWS 2024.4 No.46
，

Ｔ

，

ｇ‘

召

１

地
域
の
自
主
防
災
方
向
上
を
目
指
し
て

金
沢
市
第

一
消
防
団
田
上
分
団

分
団
長
　
岡
一　

＋
令

突
如
元
旦
を
襲

っ
た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
。
被
害
に
あ
わ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田
上
分
団
で
は
、
大
き
な
被
害
の
あ

っ
た
田
上
新
町
の
土
砂
災
害
現

場
で
の
救
助
や
田
上
小
学
校
で
の
避
難
所
開
設
、
さ
ら
に
は
社
の
里
、

田
上
エ
リ
ア
全
体
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
任
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら

各
校
下
や
町
会
に
よ
る
防
災
訓
練
等
の
実
施
や
、
私
た
ち
消
防
団
の
訓

練

・
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
自
主
防
災
力
向
上
の
必
要
性
を
よ
り
い
っ

そ
う
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
と
て
も
重
要
な
の
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
で
す
。

自
助
、
公
助
、
共
助
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ご
近
所
さ

ん
と
の
繋
が
り
や
、
町
会
で
の
団
結
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
特

別
な
こ
と
で
な
く
、
清
掃
活
動
や
子
供
た
ち
の
登
下
校
の
見
守
り
、
さ

ら
に
は
お
祭
り
の
開
催
な
ど
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
が
こ
れ
ま

で
長
き
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
る
地
域
活
動
そ
の
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
つ
く

っ
て
い
く
。
そ
の
心

意
気
で
い
つ
も
地
域
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

田
上
分
団
も
、
こ
れ
か
ら
春
の
火
災
予
防
運
動
、
百
万
石
祭
り
で
の

加
賀
鳶
梯
子
の
ば
り
、
さ
ら
に
は
、
消
防
操
法
大
会
や
防
ぎ
ょ
訓
練
等
、

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

石
川
県
の
復
興
の
た
め
に
は
、
金
沢
が
元
気
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
子
供
た
ち
や
学
生
も
多
く
住
み
暮
ら
す
、
こ
の
社
の
里

。
田
上

エ
リ
ア
が
先
頭
に
立
ち
、
地
域
活
動
を
行

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

結
果
、
能
登
及
び
石
川
県
の
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
元
気
が
届
く
こ
と

を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

勲



［Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ｈ
４５
号
（Ｒ
５
，■
・１
）等
の
ず
」意
見
・感
想
か
ら
］

☆
猛
暑
の
中
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
水
や
り
は
、
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
行
す
る
と
な
る
と
物
凄

く

ハ
ー
ド
な
作
業
で
す
。
き
れ
い
な
花
の
写
真
を
拝
見
し
て
、
そ
の
努
力
が
思
わ
れ
て
頭
が

下
り
ま
す
。
自
分
な
ん
か
は
家
の
ま
わ
り
の
草
花
な
ど
に
水
や

っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
い
や

い
や
な
が
ら
や
つ
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
城
岸
防
災
士
さ
ん
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

お
話
、
自
分
も
早
速
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

☆
「探
訪
シ
リ
ー
ズ
」
な
か
な
か
興
味
深
い
。
「宇
多
津
」
「
ウ
ダ
ス
」
な
と

「卯
辰
」
に
変
わ

っ
た

の
か
な
と
想
像
が
尽
き
ま
せ
ん
。
次
国
が
楽
し
み
。

☆
配
４５
号
か
ら

『郷
土
こ
ば
れ
話
』
姫
谷

（蛇
谷
）
が
連
載
さ
れ
る
の
で
、
楽
し
み
が

一
つ
増
え

ま
し
た
。
次
号
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
ま
す
。

☆
ク
マ
が
多
く
出
没
し
て
い
ま
す
。
朝
早
い
作
業
等
気
を
つ
け
て
。

☆
鈴
見
台
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
住
民
の
高
齢
化
が
す
す
み
、　
一
人
暮
ら
し
の
人
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
高
齢
で
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
る
と
、
通
院
や
買
物
が
不
便
で
す
。
こ
の
十

一
月

か
ら
コ
ミ
ニ
ュ
テ
イ
バ
ス

「
の
っ
て
こ
」
が
田
上

・
社
の
里
地
区
で
運
行
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
三
便
で
す
が
、
少
し
自
由
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

☆
今
年
は
本
当
に
暑
い
夏
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
四
月
か
ら
毎
月
の
水
や
り
、
大
変
だ

っ
た
と

思
い
ま
す
。
お
花
た
ち
を
枯
ら
さ
な
い
よ
う
、
随
分
気
遣
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
美
し
い
環
境
づ
く
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
子
供
達
の
稲
刈
り
体
験
、
私
も
少
し
か
か
わ
り
ま
し
た
。
良

い
体
験
は
子
供
達
に
は
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
の
み
な
さ
ま
、
い
つ
も
地
域
の
美
化
、
環
境
整
備
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
沢
に
住
み
、
ま
だ
数
年
で
す
が
地
域
の
方
に
よ
く
し
て
頂
き
、
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
も
り
の
里
の
地
域
は
住
み
よ
く
感
じ
ま
す
。
感
謝
致
し
ま
す
。

☆
『郷
土
こ
ば
れ
話
』
…
次
号
に
続
く
Ｈ

次
日
の
広
報
誌
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
読
ん
で
る

と
孫
に
昔
話
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
頃
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
物
語
の
中
に

あ
る
場
面
の
展
開
に
合
わ
せ
て
声
の
強
弱
を

つ
け
た
り
読
む
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た
り
…
と
Ｈ

じ
～
っ
と
聞
い
て
い
る
孫
の
幼
き
頃
の
事
も
…

☆
郷
土
こ
ば
れ
話
①
姫
谷

（蛇
谷
）
を
読
ん
で
い
て
、
ど
う
な
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
ら
、
次
号

に
続
く
で
し
た
。
早
く
続
き
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

☆
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
、
と
て
も
答
え
を
考
え
る
に
は
難
し
か

っ
た
で
す
。
全
文

答
え
ら
れ
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
答
え
も
正
解
？

じ
ゃ
な
い
か
も
Ｗ

☆
郷
土
こ
ば
れ
話
①
姫
谷

（蛇
谷
）
の
昔
話
…
次
号
が
ど
の
よ
う
に
続
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

是
非
続
け
て
下
さ
い
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
を
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
も

い
い
の
で

載
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

☆
７
月
か
ら
Ю
月
間
の
街
づ
く
り
活
動
。
企
画
、
実
地
と
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ
の
お
か
げ
で

も
り
の
里
地
域
が
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の

一
助
と
な

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
水
や
り
も
特
に
今
年
の
夏
は
猛
暑
と
大
変
な
こ
と
で
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も

花
い
っ
ぱ
い
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
努
め
て
下
さ
い
。

☆
今
年
も
１
年
間
、
も
り
の
里
地
域
の
歩
道
脇
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ベ
コ
エ
ア
が
咲
き
誇
り
、
私

の
心
に
今
日
も

一
日
頑
張
る
ぞ
う
と
話
か
け
て
く
れ
る
花
。
お
世
話
さ
れ
て
お
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
方
々
に
感
謝
と
お
礼
し
ま
す
。

☆
郷
土
こ
ば
れ
話
、
興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
号
は
男
と
村
人
の
行
動
が
楽
し
み

で
す
。
連
載
期
待
し
て
い
ま
す
。

衛
の
声

NPO金沢社の里は緑豊かな「街づくり」を進めています

定款の事業名 事 業 名

事
業
特
定
)に

営
不ll
渚
動

調査 。研究事業 調査・研究会

会員の拡大

啓発と普及を図る事業 ニュース (会報)の発行
HP公開による情報公開渚動

地域交流など交汚連携推進事業 まちおこしイベント等の開催支援事業

環境保全・花いつばしヽ運動事業 自然環境整備保全事業

地域美化運動推進事業

その他の

事業

まちづくり環境整備受託事業 受託事業

公共施設管理受託事業 受託事業

実施日 配置箇所 花種類・プランダー数

3月 25日 鈴懸坂 チューリップ  80基
若松通 ノマンジー   120基

4月 22日 鈴懸坂 ベコェア 80基

楡の木坂 ベコェア フ0基

百合の木坂 ベコエア   110基
6月 10日 もりの里 1丁目 ベコエア   120基
11月 11日 事務所横等 パンジー   200基

令和5年度活動状況

剪ま
し
た
。

■
花
・
緑
化
推
進
事
業

環
境
保
全

・
花
い
っ
ぱ
い

運
動
事
業
と
し
て
、
プ
ラ
ン

ダ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

■
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト

の
支
援
事
業

○
地
域
三
大
祭
り
の
桜
祭
り
、

秋
祭
り
、
杜
の
里
祭
り
を
支

援
し
ま
し
た
。

０
６
月
２７
日
、
鈴
見
菖
蒲
公
園

の
樹
木
１３
本
に
名
札
を
設
置

し
ま
し
た
。

し
、
会
員
、
当
地
域
の
町
会
、

団
体
及
び
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
配
布
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
環
境

整
備
受
託
事
業

私
有
地
の
依
頼
を
受

け
、
空
き
地
の
除
草
を

行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
撤
去

３
月
か
ら
鈴
懸
坂
他
４

箇
所
に
配
置
の
プ

ラ
ン

ダ
ー
を
撤
去
し
ま
し
た
。

ШⅧ
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
関
す

る
件
」

○
議
案
第
２
号
「令
和
５
年
度
事
業

計
画
（案
）及
び
収
支
決
算
（案
）に

関
す
る
件
」

く
り
」
の

一
環
と
し
て
、
も

り
の
里
１
丁
目
交
差
点
か
ら
、

も
り
の
里
３
丁
目
交
差
点
間

両
歩
道
の
落
葉
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。

地
域
美
化
運
動

推
進
事
業

「自
ら
の
住
む
街
を
き
れ

い
に
、
住
み
よ
い
街
づ

カ
ワ
ニ
ナ
ー
８
６
匹
を
せ
せ
ら

ぎ
水
路
に
放
流
し
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
放
流

社
の
里
小
３
年
生
６
名
は
、

ヘ
イ
ケ
ボ

タ
ル
と
ゲ

ン
ジ

ボ
タ
ル
の
幼
虫
１
９
１
匹
、

受
託
を
受
け
、
も
り
の
里
２
丁

目
緑
地
小
公
園
の
除
草
、
維
持

管
理
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
管
理

受
託
事
業

毎
月
輪
番
制
で
金
沢
市
の

ベ
ン
チ
塗
装

浅
野
川
沿
い
の
遊
歩

道
他
の
木
製
ベ
ン
チ
に

腐
食
防
止
剤
を
塗
装
し

わおⅥ・恭″リーズ27「中瀬橋」と

角間川の「中瀬橋」は、かつて浅野川沿いの村々を南北

に結ぶ重要なハシでした。多くの方は「中瀬は何 ?」 との

疑間があると思しヽますが、一音前まで、地元も近隣の村々

も上若松を『中しょう』と呼んでいました。室町末期に

「若松荘」は分割さイ1、 下若松荘と田上保 (荘)との間に

生まれたのが『上若松荘』でした。当初は「中ノ荘」だつた

と思いますが、やがて「中荘」となり、藩によつて「中瀬」

に漢字表記されたと推測します。

江戸時代の1840年 (天保11)の細密絵図に、中瀬橋を
「八幡ハシ」と記してしヽます。八幡ハシ (現中瀬橋)の真南

の産上に、かつて「向堂神社」 (後の若松八幡神社)が祭
られていました。その氏子 (若松集落内)が参道として、
「八幡,ハシ」を架けたとしても不思議ではありません。

一方、上若松の京中には「向殿神社」んヾ鎮座し、そこに

は鎌倉末期から室町中期まで、歴代の若松荘地頭職の屋敷

が置かれていました。宮の前から西に進み、「参劇  (上若松

バス停横の狭い路地)と称する坂を下ると地蔵尊にでます。

今の地図では分かりませんが、地蔵尊から真つすぐ下る坂

道を「尾山道」といい、バスのない時は、その先の中瀬

(中荘)が架けた木造橋 (現八幡大橋)を渡り、若松橋から

城下町に向いました。若松の松尾三郎氏は、『若松八幡神社

所有の田んぼを「八幡」としヽつた。そこに山側環状橋を架

けることになり、八幡大橋と命名した』と話していました。

古来、橋名は「道しるべ」でもあり、集落口には、「村名」

を付けるのが決まりでした。また、若松八幡神社の

「八幡」は、総社である田井天神社 (現椿原神社)の

神主が、1712年 (正徳2)5月 に命名したとの記録が

あります。私見ですが、現在の中瀬橋はかつて八幡ハシ

であり、現在の八幡大橋は中瀬橋 (元 。中荘橋)だつた

のです。
1832年 (天保3)「三州測量図」

お
嗚

詰時

輪

鍵 S軒常已J

○の中の「若」は、中瀬が若松村の出村であることを示している。

①の中の「金」は、若松村が金浦組 (十村役の支配区)であることを

示している。

※参考文献 金沢市史寺社 月」冊絵図 金沢市・若松の歴史
と伝説 松尾二郎・1300年 田上郷若松荘の地名字名～未来
へ 田上公民館。他。

大学門前町の若松・角間地区には、若松遺跡の他に若松マキノ

遺跡 (角間新町)や角間川遺跡 (大学へのコンビニ付近)、乾場山

遺跡(旧角間町)と角間遺跡(地名的には田上地区)があります。

今回は、昨年 12月に金沢大学での請演会内容を報告します。

講義はF金沢大学構内遺跡から過去を宍[lる =角間遺跡の遺構
・

遺物から見た先史・古代の文化と信仰―』でした。この角間遺跡の

遺構・遺物を通して縄文時代・平安時代の文化と信仰を中心に

したもので、金沢大学構内遺跡(宝町キャンノヾス遺跡や鶴間遺跡

等)の報告や金大資料館分館。大学資料館殿報告 t,あり、角間

遺跡の全容は、金沢大学構内遺跡一角間遺跡、宝町・鶴間遺跡―

(金沢大学埋蔵文化財調査報告書)を読み取らなければならない。

角間キヤンパス内にある角間遺跡には、一乗寺跡と第二調整池

南遺跡があります。

この角間遺跡は、金大医薬保健学域薬学類の南端にある遺跡

で、浅野川の河岸段丘に張り出した丘陵先端部 (標高約75m～

110m)に立地し、平成8年～平成

11年に調査され縄文時代中期

前葉と平安時代(9世紀後半)を

主体とする遺跡。遺中勿が検出され、

金大資料館に一部展示してあり

ます。中で式〕一乗寺跡からは、墨

書土器 (―乗寺)が発掘され昔か

ら田上で言い伝えら才1て きた

「イッチョウジ」に合致するもので、山間寺院が存在していたことを

示しています。また、方形周溝状遺橋や青磁水注、縄文時代中期

前葉の縄文土器も発掘されており、この山間寺院が存在し地域

の発展を遂げてきたことが分かります。この遺跡の下の方田上

地区に大学用地として、確保した角間遺跡第二調整池南地点の

遺跡t,あり、特殊な埋葬施設と見られる方形周溝状遺構が見つ

かっており、そこから、石帯(丸単丙、ベルと飾りも)やガラス玉も出土

しており、当時の文化・信仰に触イ1ることができます。

提供・関戸正彦
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角問遺跡について0

ロ

郷土歴史研究家 亀 田 輝 之

日



田

〓
雲

藁
笹

由

Ｚ
Ｏ
・（
０

φ
曽
ω
精
ヽ
詢

コ
Ⅲ

淑
０
・諭
納
中ｚ
刊
〇
酔
涌
詳
ｅ
胆
】雨
銚
”
認
鼎
馴
砂

引
ｏ
的
？
五
ｏ
伽
　
酬
≡
輌
齢
涌
卦
蝋
蒔
目
ω
引
Ш
Ю
∞
ュ
中
諄
　
働
ｏ
Ｎ
ｏ
億
Ю
じ
Ｎ
Ｎ
ω
Ｏ
　
■
斗
―
＞
鬼
―
鷺
…
Ｊ
卜汁０
中ミ
ヨ
０
「
一コ
０
∽
留
０
６
こ
０
＼

①

囮
③

臼
⑤ ③

⑦

□
③ ⑩

① ② ○

⑭ ⑮

⑩ ⑦

騒
①

⑩

□
④ ② ④

② ハ

?困風η―隣耐富と

ヒント*4月 新しい児童、生徒、学生等の記念式典。

応第方 法

◎郵便はがきに解答と住所、氏名、感想等を記入し、
4月 30日までに、次の所へお送りください。
〒920-H65金 沢市若松町3-281
NPO金沢杜の里情報公開委員会係

タテのカギ
① あやしいこと

② 自分の考え

④楽しいこと

⑤ かたわら

⑥バラ属の落葉小高木の果実

③俳句会の略

⑩ ある面が受ける光の強さの度合い

⑫競技や試験の得点

⑭絵

⑮一人前の男子

⑬有能な人を勧誘すること

⑬控えめな性質

○写真等を貼るもの

⑫ l年で降水量の多い時期

⑬ 山の間のへこんだ所

ヨコのカギ
① 十支の1つ

③ 自分で記すこと

⑦細かな物の製作

⑨川の流れ下るほう

①下にたれること

⑬前後左右の四つの方向

⑭ かえり見ること

○君主

○ ましりけのないこと

⑦野外で行われる活動

⑩物質の組成等を研究する学問

④後半の期間

④ まとめて1つにくくつたもの

②天然記念物に指定されている鳥

盤

◎46号の正解者の中から抽選
で当選者 15名様に粗品を5月
上旬に発送します。

◎46号の解答は、令和 6年 7月
発行の47号に掲載します。

◎45号の解答は「イロ八モミジ」
でした。

４５
号
の
答
え

>郷土こぼれ話0姫谷(蛇谷)く
すると突然十メートルtこど先に、洞窟の人口に出た

かのように光が明るく差し込んでいる所へ出た。
「さあ、もう近くだ。あそこに出ると谷川がある。

わしわヾ見たのはそのすぐ先じゃわヾ。中。」男は趙配そう

に言った。もし、あの美しい姫姿の大蛇がいないと、

キチガイにされるからである。ようやく、ふ Sミしぃ光

になれてきた。
「わしわヾ見たのはあの谷川の……、やっ、あれだ!」

男の指さす方に目をやると、たしかに一人の美しい姫

がきれいな黒髪を洗っていた。
「アツ。」

ストップ特殊詐欺″

警察宮、銀行協会職員、役所の職員等を名乗

り、階証番号を聞き出し、キャッシュカード

をだまし取る (脅し取る)手□です。

相手がコレを言つたら許欺
○医療費などの過払い金があります。

○払い戻しのためキャッシュを預かります。

○手続きのため暗証番号を教えてください。

「税金の還付金」「医療費の払戻し」のほか

に「あなたの日座が犯罪に使用された」など

とかたる手□もあります。

これで、だまされない !

○警察宮、銀行協会職員、役所の職員等が

直接キヤッシュカードを預かりに来たり、

階証番号を間くことはありません。

○キャッシュカードに関する会話があつた

ら、その場で家族や最寄りの警察署等に

連絡する。

能登半島地震災害のお見舞い申し上げます。

早期の復旧、復興をお祈りします。

今年度も花いつぱい運動を展開し、皆様の心の癒し

と、緑豊かな自然環境の街づくり活動に努めます。

(編集後記)

「 」

男たちは、その容姿の美しさに、我を忘れて見とれ

ていた。きらきら輝く黒髪、腰のあたりまであろうか、

その豊かな髪が清らかな流れに浴ってゆれ動いている。

また、髪を洗う手の白さは、たとえようもなかった。身
に着けている着物は、粗末であるが、一層自然の美し

さを強めていた。
「う一む。」

やっとため息をついた男の一人は、どうしたのか、
「おうい。」
と叫んだ。

驚いた矩は、振り向こうとしたが、中途で止めてしま

い、突然あのすごい大蛇に化けたと思えば、するする

と岩をつたい、暗い茂みの中に身を隠してしまった。

男たちはあまりの大きさに、驚きと恐れを感じたのか、

次号に続く

資料・わが,S、るさと今・むかし

―田上校下の歴史―
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